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茨城県フラワーパーク　ポピー畑の前に茨城県フラワーパーク　ポピー畑の前にてて



　

4
月
25
日
に
行
わ
れ
た
町
長
選
挙
に
お
い
て
初
当
選
、
第

14
代
八
郷
町
長
に
就
任
さ
れ
た
菊
地
武
雄
新
町
長
は
、
4
月

27
日
に
初
登
庁
し
ま
し
た
。
菊
地
町
長
は
、
職
員
が
拍
手
で

出
迎
え
る
中
、
役
場
正
面
玄
関
前
で
花
束
を
受
け
、
町
長
室

に
向
か
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
議
室
に
職
員
を
集
め
就
任
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
川
俣
助
役
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
菊
地
町
長
の

就
任
に
あ
た
っ
て
の
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
憲

法
の
条
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
公
務
員
は
全
体
の
奉
仕
者
で

あ
っ
て
、
一
部
の
奉
仕
者
で
は
な
い
こ
と
を
忘
れ
ず
職
務
に

専
念
し
て
ほ
し
い
。
私
も
公
平
で
公
正
な
立
場
で
仕
事
を
し

た
い
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
化
時
代
の
中
、
職
員
は
積
極
的
に
新
し

い
技
術
を
習
得
し
、
市
町
村
合
併
後
は
八
郷
町
の
職
員
は
、

な
ん
で
も
で
き
る
と
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
新
市
の
中
で
活

躍
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

就
任
式
後
、
庁
議
が
開
催
さ
れ
各
課
長
か
ら
の
事
務
事
業

の
説
明
と
日
程
の
調
整
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、

町
長
職
務
代
理
者
で
あ
っ
た
川
俣
助
役
か
ら
事
務
の
引
き
継

ぎ
が
行
わ
れ
、
菊
地
新
町
政
が
動
き
始
め
ま
し
た
。　

（２）

第第
1414
代
町
長
に

代
町
長
に
菊
地
武
雄
氏

菊
地
武
雄
氏

合
併
に
む
け
て
の

　
　
　

町
づ
く
り
に
活
躍
期
待

新
町
長
が
4
月
27
日
初
登
庁

初登庁した菊地町長に花束が贈呈されました。



　

3
月
16
日
の
町
長
辞
職
に
伴
う
八
郷
町
長
選
挙
の
投
票
が
、
4
月
25
日
午
前

7
時
か
ら
町
内
27
の
投
票
所
で
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
選
挙
は
投
票
時
間
を
2
時
間
繰
り
上
げ
、
午
後
6
時
に
投
票
所
を
閉

鎖
、
午
後
7
時
か
ら
役
場
会
議
室
を
会
場
に
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
票
の

結
果
、
第
14
代
町
長
に
菊
地
武
雄
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
17
年
3

月
の
合
併
期
日
の
前
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

候
補
者
別
の
確
定
得
票
数
や
地
区
別
の
投
票
状
況
な
ど
選
挙
の
結
果
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　

候
補
者
別
の
確
定
得
票
数
（
得
票
順
・
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　

当
選　

菊
地
武
雄　

８
、０
７
３
票　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
家
真
助　

７
、３
０
０
票　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
効
票　
　
　
　

３
１
６
票

八
郷
町
長
選
挙
結
果

八
郷
町
長
選
挙
結
果

地区別投票状況　（　）内は前回町長選挙の状況です。
地 区 有権者数（人） 投票者数（人） 投票率（％）

柿　岡 4,459 （4,485） 2,956 （3,370）66.29（75.14）
小　幡 2,576 （2,550） 1,576 （2,108）61.18（82.67）
葦　穂 2,675 （2,652） 1,800 （2,070）67.29（78.05）
恋　瀬 2,324 （2,317） 1,611 （1,882）69.32（81.23）
瓦　会 2,021 （2,062） 1,439 （1,685）71.20（81.72）
園　部 5,192 （4,993） 2,684 （3,171）51.69（63.51）
林 2,761 （2,657） 1,627 （2,003）58.93（75.39）
小　桜 2,221 （2,227） 1,345 （1,710）60.56（76.78）

期日前投票 （－） （－） 651 （－） 2.69 （－）
計 24,229（23,943）15,689（17,999）64.75（75.17）

（3）

開票状況開票状況 投票状況投票状況

投票率は 64.75%

　

私
は
、
行
政
経
験
の
な
い
こ
と
を
最

大
の
強
み
と
し
て
、
町
民
及
び
民
間
の

視
線
で
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、
健

全
で
効
率
的
な
行
財
政
の
確
立
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
公
平
公
正
で
開
か
れ
た
行

政
の
運
営
で
す
。

　

合
併
を
前
に
、
来
年
１
月
、
八
郷
町

は
町
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
合

併
ま
で
の
11
ヶ
月
、
期
間
は
短
い
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
総
仕

上
げ
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

そ
の
た
め
、
今
、
八
郷
町
に
必
要
な

こ
と
は
、
本
町
の
良
い
と
こ
ろ
、
ま
た
、

悪
い
と
こ
ろ
を
率
直
に
話
し
合
い
な
が

ら
、
町
民
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
「
対
話
」
と
「
参
加
」
に
よ
る
開
か

れ
た
行
政
運
営
に
努
め
、
八
郷
町
の
有

終
の
美
を
飾
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

ど
う
か
、
八
郷
町
を
、
胸
を
張
っ
て

子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

花
々
が
咲
き
乱
れ
、
青
葉
を
渡
る
風

が
す
が
す
が
し
く
感
じ
ら
れ
る
こ
の
季

節
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
町
政
の
重
責
を
担
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
私
の
所
信
の
一
端

を
申
し
上
げ
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
が
町
長
と
し
て
の
任
期
に

託
さ
れ
た
課
題
は
大
き
く
３
つ
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
市
町
村
合
併
の
期
限
内
実
現

で
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
４
市
町
村
合
併
協

議
会
委
員
と
し
て
、
合
併
協
議
に
参
画

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
市
町
村
合
併
を
、
魅
力
あ
る
本

町
の
自
然
環
境
と
暮
ら
し
を
誇
り
、
広

く
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
と

し
て
と
ら
え
、
ま
た
、
こ

れ
ま
で
成
し
得
な
か
っ
た

行
政
課
題
を
４
市
町
村
の

力
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い

く
こ
と
が
、
本
町
の
現
状

か
ら
す
れ
ば
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
、
美
野
里
町
、
玉
里
村
、
石
岡

市
の
真
摯
な
対
応
の
も
と
順
調
に
進
ん

で
き
た
協
議
を
継
続
し
、
来
年
３
月
の

合
併
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
私
に
課
せ

ら
れ
た
最
大
の
使
命
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

次
に
は
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

行
財
政
改
革
の
実
行
で
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
な
か
で
、

教
育
や
福
祉
な
ど
日
常
的
な
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
向
上
さ
せ
て
い
く
と
同
時
に
、

少
子
高
齢
化
や
広
域
的
な
道
路
網
の
整

備
な
ど
、
将
来
的
な
課
題
へ
の
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い

た
入
札
制
度
の
改
革
も
成
し
遂
げ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

胸
を
張
っ
て
八
郷
町
を
引
き
継
ぐ
た
め
に

　
　

八郷町長　菊地武雄



出張所名 住　所 所在施設

恋　瀬
出張所 小見 827-1 恋瀬保育所

園　部
出張所 真家 1921 園部保育所

羽　鳥
出張所

羽鳥
2663-70

羽鳥ふれあ
いセンター

四季の里
出張所 部室 1106 四季健康館

四つのまちの主な債務（平成 15年 3月現在）　　　単位：百万円

区　　分 美野里町 玉里村 八郷町 石岡市 計

地方債など 13,202 2,532 16,861 31,970 64,565 

債務負担行為に
基づく

平成 14年度以降
の支出予定額

402 31 2,954 868 4,255

※地方債とは地方自治体の債務で、その返済は年度を越えて行われます。
※債務負担行為は、数年に及ぶ事業を着手するときに行う、将来の債務を確約する行為です。

◇本庁◇本庁◇支所◇支所

◇支所◇支所

◇支所◇支所

石岡市役所石岡市役所美野里町役場美野里町役場

玉里村役場玉里村役場

八郷町役場八郷町役場

合
併
協
議
会　

調
整
方
針
の
中
間
報
告

◇
合
併
時
に
は
電
算
シ
ス
テ
ム
が

統
合
さ
れ
、
本
庁
・
支
所
・
出
張

所
の
窓
口
が
利
用
で
き
ま
す
。

◇
市
の
シ
ン
ボ
ル
花
・
木
・
鳥
は
、

新
市
に
な
っ
て
か
ら
制
定
し
ま
す
。

四つのまちの主な財源（平成 15年 3月現在）　　　　　　　基金単位：百万円

区　分 美野里町 玉里村 八郷町 石岡市 計

行政財産

土地 518,178 ㎡ 236,854 ㎡ 587,518 ㎡ 1,138,588 ㎡ 2,481,138 ㎡

建物 54,552 ㎡ 27,320 ㎡ 102,576 ㎡ 169,724 ㎡ 354,172 ㎡

普通財産

土地 24,076 ㎡ 6,054 ㎡ 165,720 ㎡ 69,251 ㎡ 265,101 ㎡

建物 1,113 ㎡ 452 ㎡ 1,714 ㎡ 394 ㎡ 3,673 ㎡

基　金 3,644 1,180 1,922 5,134 11,880

【
例
】

新
治
郡
八
郷
町
大
字
柿
岡
５
６
８
０
番
地
の
１

　
　
　
　
　
　
　

←

○
○
市
柿
岡
５
６
８
０
番
地
の
１

◇
四
つ
の
ま
ち
の
債
務
と
財
源
は
、
新
し
い
市
に

引
き
継
ぎ
ま
す
。

◇
住
所
の
表
記
は
次
の
と
お
り
と
な
り
、
大
字
は

除
か
れ
ま
す
。

新
市
の
事
務
所

※
自
治
体
の
財
源
は
、
行
政
財
産
と
普
通
財

産
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
行
政
財
産
は
、
庁

舎
や
消
防
署
、
学
校
、
道
路
な
ど
、
行
政

本
来
の
目
的
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
も
の
で

す
。
普
通
財
産
は
、
行
政
財
産
以
外
に
一
切

の
財
産
を
指
し
ま
す
。

(4)

新
市
の
ス
タ
ー
ト
は
来
年

新
市
の
ス
タ
ー
ト
は
来
年
33
月月

石岡 3165-1石岡 3165-1
地上 4階地下 1階 7,240 ㎡地上 4階地下 1階 7,240 ㎡
昭和 49年 11月完成昭和 49年 11月完成

上玉里 1122上玉里 1122
地上 3階 2,498 ㎡地上 3階 2,498 ㎡
昭和 58年 9月完成昭和 58年 9月完成

柿岡 5680-1柿岡 5680-1
地上 5階地下 1階 7,541 ㎡地上 5階地下 1階 7,541 ㎡
平成 7年 1月完成平成 7年 1月完成

堅倉835堅倉 835
地上 3階 3,884 ㎡地上 3階 3,884 ㎡
昭和 49年 12月完成昭和 49年 12月完成



(5)

暮　

ら　

し

◇
広
報
紙
は
毎
月
届
け
ら
れ
ま
す
。

【
四
つ
の
ま
ち
の
広
報
紙
】

●広報みのり
年7回発行7,800部

●広報たまり
月1回発行2,800部

●広報やさと
月1回発行7,800部

●広報いしおか
月2回発行18,000部

◇
ご
み
の
収
集
方
法
と
区
域
・
回
収
頻
度
・
分
別

方
法
は
、
当
面
今
の
ま
ま
で
す
。

　

四
つ
の
ま
ち
の
ご
み
処
理
施
設
が
次
の
と
お
り

3
箇
所
の
た
め
、
当
面
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に

あ
っ
た
分
別
方
法
や
回
収
方
式
が
続
き
ま
す
。

玉里村・石岡市 八郷町 美野里町

●茨城・美野里環境組合

　　　　　　クリーンセンター

美野里町堅倉1725－1

●新治地方広域事務組合

　　　　　　クリーンセンター

千代田町上佐谷31－1

●霞台厚生施設組合

　　　　環境クリーンセンター

玉里村高崎1824－2

◇
公
営
住
宅
は
、
家
賃
を
3
年
か
け
て
調
整
し
ま
す
。

　

公
営
住
宅
の
家
賃
は
、
ま
ち
ご
と
に
異
な
っ
て

い
ま
す
。
合
併
に
伴
っ
て
家
賃
の
負
担
増
が
見
込

ま
れ
る
場
合
は
、3
年
か
け
て
調
整
を
行
い
ま
す
。

◇
中
小
企
業
者
へ
の
融
資
や
信
用
保
証
料
補
給
な

ど
は
、
石
岡
市
の
金
融
制
度
に
統
一
し
ま
す
。
ま

た
、
商
店
街
の
補
助
事
業
も
石
岡
市
の
例
に
統
一

し
ま
す
。

◇
公
共
施
設
な
ど
の
使
用
料
は
今
ま
で
の
と
お
り

で
す
。

　

た
だ
し
、
類
似
施
設
で
異
な
る
使
用
料
の
場
合

は
、
統
一
さ
れ
ま
す
。

【
主
な
施
設
の
使
用
料
の
一
例
】

 ▼四季文化館「みの～れ」大ホール
    土日の午後を借りると16,800円
　　　　　　  　　（入場無料の場合）

▲玉里海洋センター
艇庫カヌーは、
一般・高校生で1時間210円

　　 ▼つくばねオートキャンプ場
　　　　 オートキャンプサイトは
　　　　　　　　　一泊5,250円

▲常陸風土記の丘
江戸時代曲屋を
午後借りると1,120円

手数料 美野里町 玉里村 八郷町 石岡市
戸籍謄抄本 450 円

住民票抄本

200 円 300 円
印鑑登録
証明書
納税に関
する証明
犬の登録 3,000 円 2,000 円

◇手数料は、新市のスタート時に統一

　【四つのまちの主な手数料の比較】

◇自治会・行政区・町内会は、新市

　で1年後を目途に調整します。

●合併協議会
調整方針の中間報告



(6)

●合併協議会
調整方針の中間報告

税
金
な
ど

◇
地
方
税　

個
人
市
民
税
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

均
等
割
は
３
、０
０
０
円

区　　　　分 美野里町 玉里村 八郷町 石岡市

個人市町村民税
均等割 3,000円／年

所得割 200万円以下：３％、200万円以上：８％
700万円以上：10％

法人市町村民税
均等割 標準税率 標準税率× 1.2

（制限税率）

法人税割 12.3％ 14.7％
（制限税率） 12.3％ 14.7％

（制限税率）

　

法
人
税
は
制
限
率
が
用
い
ら
れ
ま
す
。た
だ
し
、

3
年
間
は
現
在
の
税
率
を
用
い
ま
す
。

◇都市計画税：石岡市の市街化区域が対象となります。

　新市になると、都市計画税は石岡市の制度に統一されます。
四つのまちでは、それぞれ都市計画を実施していますが、市街化区域
を決めて線引きをしているのは石岡市だけです。都市計画税は市街化
区域に課税されるため、石岡市のその区域が対象になります。

※制限税率とは、課税する場合
にこれを超えて課税してはなら
ないと定められている税率です。

◇
国
保
税
は
、平
成
17
年
度
か
ら
統
一
さ
れ
ま
す
。

　

統
一
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
所
得

税
・
資
産
割
・
平
等
割
な
ど
で
、
急
激
な
負
担
増

の
な
い
よ
う
調
整
し
ま
す
。

◇
介
護
保
険
事
業
は
新
市
が
運
営
し
ま
す
。
高
齢

者
の
保
険
料
は
平
成
18
年
度
か
ら
調
整
し
ま
す
。

国保分 美野里町 玉里村 八郷町 石岡市

所得割 6.50％ 7.50％ 8.00％ 7.50％

資産割 47.50％ 45.00％ 40.00％ 34.00％

均等割 17,500円 13,000 円 18,000円 16,500 円

平等割 19,000円 18,000 円 20,000円 19,000 円

65歳以上の保険料 美野里町 玉里村 八郷町 石岡市
基準額         28,500円   29,200 円    28,800 円     34,800 円

【国保税率の現状（年額）】

【介護保険料の現状（年額）】

介護保険料は、その基準額をもと
に、低所得の人にも配慮した所得
段階別の保険料が決められます。

◇
納
税
組
合
は
存
続
し
ま
す
が
、
納
税
奨
励
金
と

運
営
補
助
金
は
廃
止
し
ま
す
。

国
際
交
流

◇
美
野
里
町
の
姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・
ア
ビ
リ
ン

市
と
の
交
流
は
、新
市
に
な
っ
て
も
継
続
し
ま
す
。

姉妹都市アビリン市

アビリン市は、カンザス州ディッ
キンソン郡の郡庁所在地、人口約
8,000人、小麦の生産など農業が産
業の中心です。第34代アメリカ大
統領アイゼンハワーの出身地で、市
内にはアイゼンハワーの墓地や記念
館があります。

◇
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
と
国
際
交
流
は
、
新
市

で
検
討
し
ま
す
。

●玉里村の国際交流事業（カナダ・アバロン中学校）

区　分 美野里町 玉里村 石岡市

中学生の
海外派遣

アメリカ・
アビリン市
10日間・16名

カナダ・
アルバータ州
10日間・14名

オーストラリア
11日間・20名

国際交流
への支援

姉妹都市交流事
業への補助

―
国際交流に関す
る事業への補助

【国際交流事業】

教　

育

◇
小
中
学
校
の
通
学
区
域
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

区　分 美野里町 玉里村 八郷町 石岡市 計

小学校 ４校 ３校 10校 ９校 26校

中学校 １校 １校 ４校 ４校 10校

●平成15年度に完成した三村小学校●平成15年度に完成した三村小学校



▼
5
月
11
日
の
第
11
回
合
併
協
議
会
で
決
ま
っ
た

こ
と

　

都
市
計
画
事
業
・
上
下
水
道
・
新
市
建
設
計
画

な
ど

　

合
併
協
議
会
は
、
今
日
ま
で
10
回
を
超
え
る
協
議

を
重
ね
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
予
定
さ
れ
る
主
な

協
議
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
5
月
31
日
／
第
12
回

　

新
市
の
名
称
・
合
併
の
期
日
・
地
域
審
議
会
・

一
部
事
務
組
合
・
保
健
衛
生
・
福
祉
事
業
な
ど

○
6
月
30
日
／
第
13
回

　

合
併
協
定
書
の
と
り
ま
と
め
・
新
市
建
設
計
画

の
決
定

○
7
月　
　

合
併
調
印
式

　
　
　
　

市
町
村
議
会
で
の
議
決

　
　
　
　
　
　

茨
城
県
知
事
へ
合
併
申
請

　
　
　
　
　
　

県
議
会
で
の
議
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓　

総
務
大
臣
へ

○
平
成
17
年
3
月

　
　

新
市
の
誕
生

(7)

●合併協議会
調整方針の中間報告

◇
学
校
給
食
は
当
面
今
の
ま
ま
で
、
給
食
費
は
合

併
時
に
統
一
し
ま
す
。

新
市
の
体
制

●平成14年度完成の
　　　　　　八郷町の学校給食センター

●石岡市議会の本会議場

区　　分 任　　期 現在数 備　　　　　考

市町村長

合併の前日まで

４名
新市の市長の選挙は、合併後 50日以内に行われ、それまでは市町村
長が協議して職務執行者を置きます。

助役・収入役・教育長 11名 新市の市長が議会の同意を得て選びます。

市町村議会議員 合併後 20カ月 76名 20カ月を過ぎて新市の議会議員選挙が行われ、34名が選ばれます。

農業委員／選挙による委員
　　　　／選任される委員

平成 18年３月まで 52名 合併 1年後に一般選挙が行われます。

合併の前日まで 14名 新市の新市長が任命します。

４市町村の職員
湖北水道企業団の職員

新市の職員として継
続します。 1,049 名 新市になると、定員適正化計画を作り、定員管理の適正化を図ります。

【市町村長・議員・職員などの身分】

法的手続法的手続※
法
的
手
続
が
行
わ
れ
る
約
半
年
間
、
合
併
協
定

の
調
整
方
針
に
基
づ
き
、
事
務
的
レ
ベ
ル
で
の
調

整
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

合
併
ま
で
に
調
整
が
必
要
な
事
項
と
新
市
ス

タ
ー
ト
時
に
統
一
さ
れ
る
も
の
な
ど
が
、
こ
の
時

期
に
具
体
的
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

決
定
し
次
第
、
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
美
野
里
町
・
玉
里
村
・
八
郷
町
・
石
岡
市
合

併
協
議
会
」
は
、
39
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る

法
律
に
基
づ
く
協
議
会
で
す
。

　

予
定
さ
れ
た
23
の
合
併
協
定
項
目
を
協
議
し
、

新
し
い
市
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
・
新
市
建
設
計

画
を
策
定
す
る
な
ど
、
合
併
に
関
す
る
話
し
合

い
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
協
議
会
は
情
報
の
オ
ー
プ
ン
化

に
努
め
、
協
議
会
の
傍
聴
や
資
料
、
会
議
録
な

ど
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
内
容
を
さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
方

は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
美
野
里
町
・
玉
里
村
・
八
郷
町
・
石

岡
市
合
併
協
議
会
事
務
局
へ
。

　

●
電
話　

０
２
９
９
（
35
）
２
０
１
６

　

●h
ttp

://w
w

w
.g

a
p
p
e
i-k

u
n
.jp

合
併
協
議
会
は

　
　
　

法
律
に
よ
る
合
併
の
話
し
合
い
の
場

　

合
併
調
印
を
前
に
、
こ
れ
ま
で
話
し
合
っ
て
き

た
「
新
市
建
設
計
画
」
の
素
案
や
調
整
方
針
の
内

容
、
合
併
協
議
の
経
過
、
今
後
の
方
向
性
な
ど
を

報
告
し
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
よ
い
市
町
村
合
併
に

向
け
て
の
提
言
や
意
見
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
明
日
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
市
町
村
合
併
住
民
説
明
会
◆

【
市
町
村
合
併
住
民
説
明
会
の
日
程
】

6
月
15
日
（
火
） 

恋
瀬
地
区
公
民
館

6
月
18
日
（
金
） 

園
部
地
区

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

6
月
20
日
（
日
） 

八
郷
町
役
場

6
月
21
日
（
月
） 

小
幡
地
区
公
民
館

※
時
間
は
、
す
べ
て
午
後
7
時
か
ら
で
す
。

◇
新
市
誕
生
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル



○
誕
生
月
が
来
た
と
き

　

年
金
を
引
き
続
き
受
け
取
る
た
め

に
は
、
毎
年
誕
生
月
に
、「
年
金
受

給
権
者
現
況
届
」（
現
況
届
）
を
社

会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
現
況
届
」は
、

年
金
を
引
き
続
き
受
け
る
た
め
の
権

利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
、
毎
年
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
「
現
況
届
」
の
用
紙
は
、
毎
年
誕

生
月
の
初
め
頃
に
、
社
会
保
険
業

務
セ
ン
タ
ー
か
ら
自
宅
に
送
付
さ
れ

ま
す
。
氏
名
、
住
所
な
ど
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
必
ず
誕
生
月
の
末
日

ま
で
に
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

に
到
着
す
る
よ
う
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。

　
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
い
と
、

提
出
す
る
ま
で
の
間
、
年
金
の
支
払

い
が
一
時
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
住
所
や
年
金
の
受
取
場
所

を
変
え
る
と
き

　

年
金
は
、
希
望
し
た
金
融
機
関
や

郵
便
局
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
住
所
や

支
払
い
を
受
け
る
金
融
機
関
、
郵
便

局
を
変
更
す
る
と
き
は
、
す
み
や
か
に

「
年
金
受
給
権
者
住
所
・
支
払
機
関
変

更
届
」
を
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」
が
提

出
さ
れ
な
い
と
、
年
金
の
支
払
額
を
お

知
ら
せ
す
る
通
知
書
が
届
か
な
か
っ
た

り
、
希
望
す
る
銀
行
や
郵
便
局
で
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

支
払
機
関
を
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関

に
変
更
す
る
と
き
は
、
そ
の
金
融
機
関

で
預
金
通
帳
の
記
号
番
号
に
つ
い
て
証

明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
便
局
の
「
郵
便
振
替
」
に

変
更
す
る
と
き
は
、
郵
便
局
で
郵
便
振

替
口
座
の
口
座
番
号
に
つ
い
て
の
証
明

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

住
所
が
変
わ
る
と
き
は
、
社
会
保
険

事
務
所
な
ど
へ
届
を
提
出
す
る
と
と
も

に
、
旧
住
所
の
郵
便
局
に
も
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

○
年
金
証
書
を
な
く
し
た
と
き

な
ど

　
「
年
金
証
書
」
を
汚
し
た
り
、
な
く

し
た
り
し
た
と
き
は
、「
年
金
証
書
再

交
付
申
請
書
」
を
最
寄
り
の
社
会
保
険

事
務
所
に
提
出
し
て
、「
年
金
証
書
」

の
再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
「
年
金
証
書
」
は
、
年
金
を
受
け

る
権
利
の
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も

の
で
す
。
各
種
の
届
出
や
年
金
相
談

の
と
き
に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

結
婚
や
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
り

氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、「
年
金

受
給
権
者
氏
名
変
更
届
」（
氏
名
変

更
届
）
を
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
際
、「
氏
名
変
更
届
」
の
証

明
欄
に
市
区
町
村
長
の
証
明
を
受
け

る
か
、
ま
た
は
「
氏
名
変
更
届
」
に

戸
籍
の
抄
本
か
住
民
票
を
添
付
し
、

必
ず
「
年
金
証
書
」
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
氏
名
変
更
届
」
に
住
民

票
コ
ー
ド
を
記
載
し
た
と
き
に
は
、

市
区
町
村
長
の
証
明
を
受
け
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
、
役
場
ま
た
は
社
会
保
険
事
務

所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　　

年
金
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
へ

年
金
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
　
　

　
　
　

こ
ん
な
時
に
、こ
ん
な
手
続
き
を

こ
ん
な
時
に
、こ
ん
な
手
続
き
を

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
1
階　

国
保
医
療
課

　

内
線　

１
１
２
３　

　

情
報
公
開
制
度
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
、
町
が
保
有
し

て
い
る
情
報
を
公
開
す
る
仕
組
み
で
、
公
正
で
開
か
れ
た
町
政
の
推
進
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
町
が
保
有
し
て
い
る
情
報

の
う
ち
、
皆
さ
ん
自
身
に
関
す
る
情
報
を
見
た
り
、
そ
の
情
報
に
事
実
の
誤
り

が
あ
る
場
合
に
そ
の
訂
正
の
請
求
す
る
こ
と
な
ど
が
で
き
る
仕
組
み
で
、
個
人

の
権
利
利
益
の
保
護
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
15
年
度
に
各
実
施
機
関
に
請
求
が
あ
っ
た
件
数
と
処
理
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
3
階　

総
務
課
文
書
法
制
係　

内
線　

１
３
３
５　

平
成
平
成
1515
年
度
の
情
報
公
開
制
度
・

年
度
の
情
報
公
開
制
度
・

　
　
　
　

個
人
情
報
保
護
制
度
の

個
人
情
報
保
護
制
度
の

　
　
　

　
　
　

実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成15年度八郷町情報公開実施状況

（情報公開の請求及び公開の件数）

実施機関 主な内容 請求
件数

公開の状況
不服
申立公開 部分

公開 非公開 不存在

町　長 ３ ３

福祉課 会議録 １ １

管財課 公共施設寄
付採納願等 １ １

下水道課 業務委託
契約関係 １ １

議　会 会議録ほか ３ ３

計 ６ ６

＊
個
人
情
報
保
護
制
度
に
基
づ
く
、
開
示
請
求
、
訂
正
請
求
な
ど
は
、
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

(8)



な
が
り
、
や
が
て
は
８
０
２
０
達
成
に

つ
な
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

35
歳
を
過
ぎ
る
と
歯
周
病
に
な
る
人

が
急
増
し
ま
す
。

　

私
も
40
代
に
入
り
歯
肉
が
若
い
頃
か

ら
比
べ
る
と
変
化
が
現
れ
や
す
く
な
る

年
代
に
入
り
ま
し
た
。

　

人
ご
と
で
は
な
い
年
齢
に
な
り
、
治

療
と
は
予
防
に
勝
る
も
の
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

年
齢
を
重
ね
て
も
出
来
る
だ
け
自
分

の
歯
を
残
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
歯
科
相
談
お
受
け
し
ま
す
】

　

歯
の
事
で
お
悩
み
の
方
、
保
健
セ
ン

タ
ー
に
は
歯
科
衛
生
士
が
お
り
ま
す
の

で
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
電
話
な

ど
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
茨
城
県
で
は
６
４
２
４
運
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
》

　

６
４
２
４
と
は
ロ
ク
ヨ
ン
ニ
イ
ヨ
ン

と
読
み
、
64
歳
で
24
本
の
歯
を
保
つ
と

い
う
こ
と
と
虫
歯
に
し
な
い
と
い
う
２

つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
茨
城
県
独
自
の
歯
科
保
健
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

6
月
4
日
〜
6
月
10
日
は
「
歯
の
衛
生

週
間
」
で
す　
　
　
　
　
　

《
ま
め
知
識
》

＊
歯
周
病
と
骨
粗
鬆
症

　

最
近
、
歯
周
病
が
歯
の
周
り
の
骨
を

吸
収
し
て
い
く
過
程
と
骨
粗
鬆
症
の
進

行
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
一
致
す
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
骨
粗
鬆
症
の
治
療
や
予
防
に

大
切
な
こ
と
は
、
食
事
を
通
し
て
カ
ル

シ
ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
た
く
さ
ん
摂

取
す
る
こ
と
（
乳
製
品
や
大
豆
・
小
魚
、

緑
黄
色
野
菜
・
海
藻
類
）
で
あ
り
、
そ

れ
ら
の
多
く
は
一
定
の
噛
む
力
が
な
い

と
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
歯
周
病
の
進
行

は
骨
粗
鬆
症
の
進
行
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
相
関
関
係
は
歯
科

保
健
で
重
要
な
テ
ー
マ
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

《
い
い
歯
を
つ
く
る
》

＊
大
切
に
し
た
い
子
ど
も

の
歯　

小
さ
な
子
ど
も
の
口
の
中

に
い
つ
も
食
べ
物
が
入
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
ア
メ

な
ど
を
入
れ
て
お
く
習
慣

の
あ
る
人
が
お
子
さ
ん
の

身
近
に
い
ま
せ
ん
か
。

　

子
ど
も
は
お
や
つ
が
大

好
き
！
喜
ぶ
顔
が
見
た
く
て
つ
い
お
や

つ
を
与
え
て
し
ま
う
気
持
ち
は
誰
に
で

も
あ
る
で
し
ょ
う
。　
　
　
　

　

し
か
し
、
乳
歯
が
虫
歯
に
な
る
と
食

事
か
ら
の
栄
養
素
が
十
分
に
吸
収
さ
れ

な
か
っ
た
り
、
硬
い
も
の
を
嫌
う
な
ど

偏
食
の
原
因
を
つ
く
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

生
え
た
ば
か
り
の
歯
は
虫
歯
に
な
り

(9)

や
す
い
の
で
、
だ
ら
だ
ら
食
べ
な
ど
は

避
け
お
や
つ
は
前
の
食
事
と
の
間
を
あ

け
、
お
腹
を
す
か
せ
て
か
ら
量
を
決
め

て
与
え
た
い
も
の
で
す
ね
。

《
虫
歯
っ
て
ど
う
し
て
で
き
る
の
》

　

虫
歯
の
要
因
と
し
て
は
4
つ
の
要
素

が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
図
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
耐
性
菌
の
弱
い
歯
が
酸

を
産
生
す
る
細
菌
が
砂
糖
の
よ
う
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
込
み
一
定
の
時
間
が

経
過
す
る
と
歯
質
が
溶
け
て
し
ま
う
事

を
意
味
し
ま
す
。
こ
の
中
の
ひ
と
つ
で

も
欠
け
れ
ば
虫
歯
に
な
り
に
く
い
の
で

す
。

　

八
郷
町
保
健
セ
ン
タ
ー

歯
科
衛
生
士　

白
田

　

皆
さ
ん
は
80
歳
に
な
っ
た
と
き
、
自

分
の
歯
が
何
本
く
ら
い
残
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
か
。

　

成
人
の
歯
は
親
知
ら
ず
を
含
め
て
32

本
。こ
れ
が
80
歳
に
な
る
と
な
ん
と
・・・

平
成
13
年
県
民
歯
科
保
健
基
礎
調
査
に

よ
る
と
現
在
の
歯
数
は
80
歳
で
11
・
1

本
、
64
歳
で
21
・
2
本
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
ひ
と
つ
の
目
標
に
な
る
の

が
８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）

で
す
。
８
０
（
ハ
チ
マ
ル
）
と
は
80
歳

と
い
う
年
齢
で
２
０
（
ニ
イ
マ
ル
）
は

残
っ
て
い
る
歯
の
数
を
指
し
ま
す
。

　

20
本
以
上
自
分
の
歯
が
あ
れ
ば
、
ほ

と
ん
ど
の
食
べ
物
を
噛
み
砕
く
こ
と
が

で
き
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。　
　

【
８
０
２
０
は
生
ま
れ
る
前
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
】

　

生
涯
に
わ
た
る
健
康
な
歯
づ
く
り
は

胎
児
期
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
歯
の
形
成
は
妊
娠
中
に
始

ま
り
、
お
母
さ
ん
自
身
の
健
康
や
食
事

へ
の
配
慮
が
健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
む

た
め
に
も
歯
の
た
め
に
も
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
歯
が
生
え
て
か
ら
の
乳
児
期

の
虫
歯
は
親
が
気
を
つ
け
て
い
な
く
て

は
予
防
で
き
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
虫
歯
予
防
の
生
活

習
慣
が
身
に
つ
け
ば
、
大
人
に
な
っ
て

か
ら
も
そ
れ
が
歯
周
病
の
予
防
に
も
つ

合
言
葉
は
「
８
０
２
０
」

  

「
６
４
２
４
」

●八郷町保健センター　電話 43－ 6655

歯の質歯の質

細菌細菌
生活生活
食生活食生活
環境環境

時間時間

むし歯むし歯

母親の口腔内の
むし歯菌

両親の生活
食習慣
歯みがき習慣
嗜好

母親の食生活から
接種された栄養素 形成

感染伝承

けんこうけんこう通信
献血
のお
知ら
せ

献血
のお
知ら
せ

   ６
月３
日(木

)

６月
３日
(木)

　   
  午前

9時
～

    午
前1
1時
30分

  役場
1階

103
会議
室



八
郷
の
農
業
後
継
者
た
ち
⑬

小
屋　

足
立　

正
徳
さ
ん

（27）　

梨
経
営

「苦手なのは梨の袋かけです。早さでは奥さんに負けてしまう

んです」と笑う正徳さん。

(10)

自
衛
隊
を
辞
め
て

家
業
を
継
ぎ
ま
し
た

　

高
校
卒
業
後
、
自
衛
隊
に
入
隊
し
、

航
空
自
衛
隊
員
と
し
て
沖
縄
県
の
駐
屯

地
に
勤
め
て
い
た
足
立
正
徳
さ
ん
。
八

年
間
の
自
衛
隊
生
活
に
終
止
符
を
打

ち
、
昨
年
の
三
月
、
家
業
を
継
ぐ
こ
と

を
決
意
し
、
実
家
で
あ
る
八
郷
町
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

正
徳
さ
ん
の
家
は
祖
父
の
代
か
ら
約

三
十
年
続
く
梨
農
家
で
、
現
在
畑
は
一

町
歩
以
上
を
所
有
し
、
父
の
謙
造
さ
ん

と
母
の
孝
子
さ
ん
、
妻
の
清
子
さ
ん
、
正

徳
さ
ん
の
四
人
で
営
ん
で
い
ま
す
。

　

栽
培
方
法
は
雨
除
け
栽
培
と
露
地
栽

培
。
収
穫
は
七
月
か
ら
十
月
ま
で
で
す
。

収
穫
が
終
わ
る
と
土
作
り
や
剪
定
、
棚
の

補
修
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。
二
月
末
か
ら

六
月
に
か
け
て
は
摘
蕾
作
業
、花
粉
採
集
、

受
粉
作
業
、
摘
果
作
業
等
を
行
い
、
収
穫

に
備
え
ま
す
。
収
穫
し
た
梨
は
小
幡
地
区

の
梨
選
果
場
へ
出
荷
す
る
ほ
か
は
、
直
売

所
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
「（
収
穫
が
）
多
い
と
き
は
三
十
か
ら

四
十
ケ
ー
ス
に
な
り
ま
す
ね
」

何
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
の
か
を

常
に
考
え
て
作
業
は
行
い
ま
す

　

家
業
を
継
ぐ
時
に
は
す
で
に
結
婚
し
て

お
り
、
仕
事
は
妻
清
子
さ
ん
と
一
緒
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。
今
で
は
袋
掛
け
の
作
業

な
ど
は
妻
の
方
が
早
い
と
言
っ
て
笑
う
正

徳
さ
ん
の
姿
に
微
笑
ま
し
い
一
面
を
見
ま

し
た
。

　
「
ま
ず
作
る
こ
と
よ
り
販
路
が
大
事
」

と
話
す
正
徳
さ
ん
は
梨
の
販
売
先
を
確
保

す
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。ま
た
、

危
機
管
理
に
も
注
目
し
、
今
、
何
の
た
め

に
や
っ
て
い
る
の
か
を
常
に
頭
に
置
き
な

が
ら
作
業
を
し
ま
す
。

　
「
何
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
の
か
を
忘

れ
て
し
ま
う
と
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

こ
と
が
起
き
ま
す
。
事
が
起
こ
っ
て
か
ら

で
は
遅
い
で
す
か
ら
ね
」

剣
道
を
し
て
い
る
時
は
無
心
に

　

八
郷
町
剣
友
会
に
所
属
し
て
い
る

正
徳
さ
ん
は
、
毎
週
水
曜
日
に
町
運
動

公
園
武
道
館
で
行
わ
れ
て
い
る
練
習
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
剣
道
は
小
学
校
時

代
か
ら
習
っ
て
お
り
、
自
衛
隊
員
時
代

に
も
剣
道
の
競
技
大
会
に
出
場
す
る
な

ど
、
か
な
り
の
腕
前
の
よ
う
で
す
。
日

ご
ろ
仕
事
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
困
難
と
立
ち
向
か
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
時
は
、
仕
事
を
忘
れ
無
心

に
な
れ
る
そ
う
で
す
。

将
来
は
多
角
的
経
営
も

　

こ
れ
か
ら
の
農
業
に
つ
い
て
の
展

望
を
う
か
が
う
と
「
こ
れ
か
ら
は
一
つ

の
作
物
で
食
べ
て
い
く
の
は
厳
し
い
で

す
。
多
角
的
経
営
も
考
慮
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」
と
深
刻
な
表
情

を
浮
か
べ
な
が
ら
「
今
は
自
分
の
持
つ

力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
だ
け
で
す
」

と
真
っ
す
ぐ
な
目
で
答
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　

次
号
も
農
業
後
継
者
の
紹
介
を
し
ま

す
。
皆
さ
ん
ご
期
待
く
だ
さ
い
。　

　



八
郷
の
歴
史
　

（38）

（11）

　

天
正
十
八
年(

一
五
九
〇)

に
豊
臣
秀
吉
が

北
条
氏
の
小
田
原
城
を
攻
略
す
る
と
、
関
東
・

東
北
の
大
名
の
多
く
が
秀
吉
に
従
い
、
全
国
統

一
が
実
現
さ
れ
る
。
常
陸
国
の
ほ
と
ん
ど
は
、

佐
竹
氏
に
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
八
郷
町

域
に
も
佐
竹
氏
の
家
臣
や
一
族
が
配
置
さ
れ
、

文
禄
四
年(

一
五
九
五)

に
は
柿
岡
城
に
長
倉

義
興
が
、
片
野
城
に
は
石
塚
義
辰
が
入
っ
た
。

　

長
倉
義
興
は
、
南
北
朝
期
に
佐
竹
氏
の
勢
力

を
大
き
く
伸
ば
し
た
佐
竹
貞
義
の
弟
義
網
よ
り

始
ま
る
長
倉
氏
に
生
ま
れ
た
。
長
倉
氏
は
、
御

前
山
村
長
倉
を
本
拠
と
し
、
室
町
期
に
は
上
杉

氏
か
ら
佐
竹
宗
家
に
養
子
が
入
る
こ
と
を
反
対

し
て
鎌
倉
府
か
ら
討
伐
軍
を
送
ら
れ
た
り
、
戦

国
期
に
は
宗
家
と
抗
争
を
繰
り
返
し
た
り
す
る

な
ど
、
一
族
の
中
で
も
自
立
性
の
高
い
一
族
で

あ
っ
た
。
そ
の
家
に
生
ま
れ
た
義
興
も
、
豊
臣

政
権
の
朝
鮮
侵
略
の
た
め
に
義
宣
に
従
っ
て
肥

前
国(

佐
賀
県)

名
護
屋
に
在
陣
し
、
陣
中
か

ら
文
禄
元
年
七
月
に
常
陸
の
留
守
を
守
る
上
平

義
則
と
河
井
但
馬
守
に
手
紙
を
書
き
送
っ
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
名
護
屋
で
の
越
年
の
見
通
し

や
大
名
同
士
の
付
き
合
い
の
多
さ
の
驚
き
を
交

え
て
伝
え
る
と
共
に
、
一
ヶ
月
で
金
八
両
を
費

や
す
た
め
に
国
元
か
ら
の
送
金
を
切
に
訴
え
て

い
る
。
義
興
は
、「
長
倉
名
字
」
の
存
続
が
送

金
す
る
た
め
に
金
を
調
達
す
る
二
人
に
か
か
っ

て
い
る
と
ま
で
述
べ
、
借
金
し
て
で
も
送
金
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。
在
陣
生
活
の
切
迫
し
た

様
子
が
し
の
ば
れ
る
。

　

義
興
の
手
紙
は
、
名
護
屋
在
陣
が
大
き
く
佐

竹
氏
の
家
臣
層
に
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

示
す
と
共
に
、
豊
臣
政
権
が
、
大
名
や
家
臣
層

に
そ
の
あ
り
方
に
対
し
て
変
容
を
迫
っ
て
い
る

こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
豊
臣
政
権
の
全
国
統
一
に

よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
自
ら
の
領
地
の
主
で
あ
っ

た
大
名
や
そ
の
家
臣
層
は
、
政
権
の
安
堵
を
受

け
な
け
れ
ば
存
在
自
体
を
認
め
ら
れ
な
い
存
在

へ
変
質
す
る
。
現
実
に
政
権
に
よ
っ
て
存
続
を

認
め
ら
れ
ず
、
取
り
潰
し
に
な
っ
た
大
名
は
多

い
。
例
え
ば
朝
鮮
在
陣
中
の
行
動
に
よ
り
宇
都

宮
国
網
は
改
易
さ
れ
、
下
妻
の
多
賀
谷
重
経
は

不
参
陣
の
た
め
に
居
城
を
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

政
権
の
求
め
る
要
求
に
応
え
ら
れ
な
い
者
へ
の

淘
汰
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
秀
吉
に
よ
る

全
国
統
一
が
、
武
士
層
や
社
会
に
、
新
た
な
時

代
に
向
け
て
、
多
く
の
変
化
を
迫
っ
た
こ
と
を

読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

義
興
自
身
は
、
三
年
後
に
は
先
祖
伝
来
の
土

地
を
離
れ
、
柿
岡
に
居
を
移
し
て
い
る
。
柿
岡

周
辺
で
領
地
を
与
え
ら
れ
た
他
に
、
太
田
・
狢

内
・
鯨
岡
等
で
二
千
三
百
石
余
の
義
宣
の
直
轄

領
の
支
配
を
委
ね
ら
れ
、
有
力
一
族
と
し
て
の

長
倉
氏
の
両
目
を
保
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
後
に
義
宣
の
勘
気
を
受
け
て
所
領
を
没
収
さ

れ
、
慶
長
五
年(

一
六
〇
〇)

四
月
に
常
陸
太

田
市
の
正
宗
寺
で
死
去
し
て
し
ま
う
。
そ
の
た

め
、義
興
自
身
が
手
紙
で
訴
え
た
「
長
倉
名
字
」

は
断
絶
し
、
そ
の
名
跡
は
絶
え
る
。
さ
ら
に
そ

の
二
年
後
に
は
、
佐
竹
氏
自
身
が
秋
田
へ
移
封

に
な
り
、
四
百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
深
い
関
わ

り
を
持
っ
た
常
陸
を
去
っ
て
い
っ
た
。
義
興
や

佐
竹
氏
の
姿
に
、
中
世
と
い
う
一
つ
の
時
代
が

終
わ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

町
史
編
さ
ん
専
門
調
査
員

　
　
　
　
　
　
　
　

中
世　
　

佐
々
木　

倫
朗

長
倉
義
興
の
手
紙

新刊図書のご案内

○一般図書

永遠の途中 唯川　忠

浅間 立松　和平

怪物伝説 稲垣　謙治

夜盗 なかにし　礼

「ゆっくり力」ですべてがうまくいく

 斉藤　茂太

眼球の元 青来　有一

ウェクスラー家の選択

 アリス・ウェクスナー

生涯最高の失敗 田村　耕一

致死海流 森村　誠一

あらすじで読む日本の名著（１～３）

 小川　義男

○児童図書

ミッケ！シリーズ（１～７）

 ジーン・マルゾーロ

床下の小人たち メアリー・ノートン

フォルケはチュッとしたいきぶん

 オーサ・カシーン

神がくしの八月 さねとの　あきら

江戸っ子ガラス 那須　正幹

クジラも海でおぼれるの？ 加藤　由子

椋鳩十全集 椋　鳩十

崖の国物語（１～４）

 ポール・スチュワート

トロルとばらの城の寓話

 トールモー・ハウゲン

きれいな絵なんかなかった

 アニタ・ローベル

※図書室の未返却本が 300冊以上ありま

す。お心あたりのある方は、返却してい

ただきますようお願いいたします。なお、

新刊紙芝居も多数入りましたので、ぜひ

ご利用ください。

八郷町中央公民館  電話 43－6262

○本の貸し出しは 1人当たり 1○本の貸し出しは 1人当たり 1
回 5冊までです。回 5冊までです。
○貸し出し期間は 2週間です。○貸し出し期間は 2週間です。
土･日もご利用できます。土･日もご利用できます。
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　第 1回つくばねフェスティバル（国民宿

舎つくばね主催）がつくばねオートキャンプ場を

会場に開催され、キャンプ場利用者をはじめ、町内外か

らおよそ500人が集まりました。

　公演は午前と午後の2回行われ、八郷太鼓「夢ひびき」、

玉里太鼓「玉里創作太鼓同好会」、石岡はやし「陸前ば

やし陸前会」「若松獅子舞保存会」の4団体が参加。迫

力ある音が自然と調和していました。

　これは、まちおこしと青少年育成、周辺市町村同士の

交流を目的に行われたもの

です。評判は上々で、「将来

的にも続けていきたい」と

甲一郎つくばね支配人は話

していました。

市
村　

道　

柿
岡
四
六
八
〇　

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
三
｜
〇
七
七
六

渡
邉　

貢　

片
野
六
九
九　

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
四
｜
〇
二
二
六

松
�
濱
次
郎　

小
幡
二
二
二
〇　

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
二
｜
二
七
五
七

市
村　

吉
正　

小
幡
三
一
八
八
｜
一　

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
二
｜
三
三
一
一

渡
邊　

と
し　

小
幡
二
九
九　

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
二
｜
三
四
三
八

植
竹　

公　

上
曽
一
九
九
一
｜
一　

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
四
｜
一
〇
一
三

植
木　

て
ふ　

小
倉
七
〇
八　

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
四
｜
〇
三
四
三

飯
田　

忠
一　

鯨
岡
八
八
四　

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
四
｜
〇
六
五
三

廣
原　

幸
二　

大
増
一
四
七
九　

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
三
｜
二
九
三
七

佐
藤　

一
郎　

中
戸
五
六
三　

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
三
｜
二
五
四
八

小
松　

光
子　

瓦
谷
八
五
三　

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
三
｜
一
五
二
三

大
場　

當
子　

佐
久
三
〇
七　

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
三
｜
六
四
三
五

皆
川　

浩
行　

東
成
井
八
四　

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
六
｜
二
六
三
二

岩
瀬　

彰　

山
崎
二
六
〇
五　

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
六
｜
三
六
九
三

　4月 6日から

15日までの春の

全国交通安全運

動期間に合わせ、

町では4月9日

に役場わき十字

路を会場に立哨

指導が行われました。

　当日は石岡警察署と石岡地区安全協会、石岡地区交通

安全協会八郷支部が主催し、石岡地区女性ドライバー友

の会八郷支部と柿岡地区交通安全母の会が協力。合わせ

て20人が参加し、シートベルトやチャイルドシート

の正しい着用法について呼びかけました。

　4月24日から25日までの2日間、「第4

回全国菜の花サミットⅰnいばらき」が開催され、

1日目は中央公民館を会場に基調講演、パネルディス

カッション、活動報告などが行われ、関係団体個人合わ

せて500人余りが参加しました。これは「菜の花プロ

ジェクト」と呼ばれ、菜種油を料理や学校給食に使い、

その廃食油を石けんや軽油代替燃料等にリサイクルして

いこうとする活動で、滋賀県から始まりました。

　同サミットでは7

団体が日ごろの活動

を報告。地域での燃

料の自給自足の大切

さを会場に呼びかけ

ました。

立哨指導で安全を呼びかける

自然と音の共演

みなみ保育所に大きなお魚！？

燃料の自給自足を地域から

八
郷
町
結
婚
相
談
員
紹
介

　

平
成
十
六
年
四
月
現
在
の
町
の
結
婚

相
談
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　5月5日の端午の

節句にちなみ、みな

み保育所の前庭に大

きな鯉のぼりが上げ

られました。およそ

10メートルもある竹

に付けられた大きな

お魚に子どもたちも

大喜び。休み時間に

は元気に泳ぐ鯉のぼ

りに負けないぐらい元気よく遊んでいました。

　この鯉のぼりは、数年前同所の保護者から贈られた

もので、竹は近所の方から譲り受けたものだそう

です。
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新市が思いやりのあふれるまちに

●まちの話題できごと

大
槻　

肇　

宮
ヶ
崎
五
八
九　

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
六
｜
四
一
七
八

藤
岡　

一
元　

下
林
一
〇
〇
二

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
三
｜
〇
二
六
三

岡
�　

和
雄　

下
林
三
九
六　

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
三
｜
一
六
〇
四

鈴
木　

武
夫　

下
林
二
二
八
四
｜
一

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
三
｜
一
五
四
九

田
上　

源
造　

青
田
五
五
六　

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
二
｜
二
五
五
三

岩
田　

基
男　

半
田
三
七
二
｜
一

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
二
｜
二
一
四
〇

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
恋
瀬
保
育
所
へ
ほ
ふ
く
室
用
畳　
　

　

十
二
畳　
　
　
　

大
増　

福
島　

誠

○
東
成
井
小
学
校
へ
施
設
お
よ
び
備
品

　

等
の
充
実
の
た
め
に　

　

一
、
〇
〇
〇
万
円　

　
　
　
　
　

東
京
都　

北
川　

正
太
郎

○
町
に
児
童
図
書

　

十
二
冊　
　
　
　

太
田　

谷
仲　

力

■
訂
正　

広
報
や
さ
と
四
月
号
七
ペ
ー

ジ
町
職
員
異
動
の
お
知
ら
せ
【
新
規
採

用
者
】
の
保
育
士
中
澤
佳
世
は
仲
澤
佳

世
の
誤
り
で
す
。
訂
正
す
る
と
と
も
に

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
四
六
号
中
村
茂
夫
議
員

の
一
般
質
問
の
中
で
「
必
須
」
と
あ
り

ま
し
た
が
「
必
至
」
の
誤
り
で
す
。
訂

正
す
る
と
と
も
に
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。

　４月10日八郷町立中央公民館を会場に、広域在宅福祉

講演会実行委員会（繁藤洋一委員長）主催による広域在宅

福祉講演会が500人余りの参加者のもと行われました。

　これは、来年3月に合併を目指している美野里町、玉

里村、八郷町、石岡市の有志が企画したもので、昨年10

月に美野里町で開かれたのに続き2回目を迎えました。

　講師には前回に引き続き、茨城県立医療大学付属病院院

長の大田仁史先生をお招きして『住みつづけたい町づくり

～みんなで進める介護予防～』と題する講演会が行われま

した。講演では少子高齢化社会の中での介護予防の重要さ

について語られたほか、寝たきりを防ぐための筋力強化体

操など、会場のみなさんと実践を交えながら笑いの中楽し

く行われました。

　同講演会は引き続き玉里村で8月21日に、石岡市では

11 月 27 日

に開催される

予定です。皆

さんぜひご参

加ください。

　お互いに手

をとって支え

合いながら、

地域で元気に

暮らせるまちづく

りを目指していきま

しょう。

　

5
月
10
日(

月)

か
ら
、
八
郷
町
で
は
、
健
康
増
進
法
に
基
づ
く
受
動

喫
煙
防
止
対
策
と
し
て
、
役
場
庁
舎
の
建
物
内
を
禁
煙
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
喫
煙
さ
れ
る
方
の
た
め
に
、
2
階
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
ル
ー
ム
に
喫

煙
所
（
午
前
11
時
か
ら
午
後
2
時
ま
で
は
禁
煙
）
を
設
け
ま
し
た
の
で
、

喫
煙
す
る
場
合
は
定
め
ら
れ
た
場
所
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
受
動
喫
煙
」
と
は
、
室
内
な
ど
で
、
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ

れ
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
の
受
動
喫
煙
に
よ
る
身
体
へ
の
影
響
は
体
の

粘
膜
が
、
た
ば
こ
の
煙
、
特
に
副
流
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生

ず
る
刺
激
症
状
で
、
急
性
影
響
と
し
て
、
せ
き
、
鼻
症
状
（
く
し
ゃ
み
、

か
ゆ
み
な
ど
）、
眼
症
状
（
痛
み
、
か
ゆ
み
な
ど
）、
頭
痛
等
の
症
状
や
呼

吸
抑
制
、
心
拍
増
加
、
血
管
収
縮
等
の
生
理
反
応
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
慢

性
影
響
と
し
て
は
、
肺
が
ん
、
虚
血
性
心
疾
患
な
ど
の
リ
ス
ク
の
上
昇
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

愛
煙
家
の
皆
様
に
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
受
動
喫
煙

の
防
止
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

役
場
庁
舎
内

指
定
喫
煙
開
始
の
お
知
ら
せ

　

川
俣
助
役
が
退
任

　

八
郷
町
助
役
に
在
職
し
て
い
ま

し
た
川
俣
忠
さ
ん
が
、
4
月
30
日

付
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
俣
さ
ん
は
、
平
成
9
年
4
月

1
日
に
助
役
に
就
任
、
7
年
1
カ

月
に
わ
た
り
、
町
政
の
発
展
に
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
ま

す
。

2階ブラウジングルーム喫煙所2階ブラウジングルーム喫煙所
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短　

歌　
　
　
　
　
　

大
塚　

誠　

選

時
世
経
て
飾
ら
れ
し
雛
の
面
差
し
の
輝
き
て
見
ゆ
真
壁
の
町
に　

 

山　

崎　

荒
井　

幸
子

春
雨
に
心
残
り
の
梅
の
花
根
方
に
散
つ
て
香
薄
ら
ぐ　

 

柴　

内　

飯
島
よ
う
子

木
洩
れ
日
の
仄
か
に
揺
る
る
墓
碑
の
前
立
つ
香
煙
の
供く

げ花
に
ま
つ

は
る 

弓　

弦　

塚
田　

キ
ヨ

　
　

俳　

句　
　
　
　
　
　

綿
引　

鼓
峰　

選

花
吹
雪
朽
ち
し
御
堂
に
石
佛
に 

瓦　

谷　

山
崎　

景
子

散
り
急
ぐ
ほ
ど
に
は
あ
ら
ぬ
落
花
か
な 

柿　

岡　

野
山　

貞
子

種
浸
す
屋
根
に
雀
の
群
れ
飛
び
て 

青　

田　

田
上　

岳
尾

　
　

俚　

謡　
　
　
　
　
　

鈴
木　

弦
月　

選

脱
い
だ
二
人
を
隠
し
た
岩
の
灯
り
仄
か
な
夫
婦
風
呂　

 

下　

林　

小
野
瀬
午
風

温
い
心
の
家
族
の
絆
あ
っ
て
明
る
い
芽
が
育
つ　

 

柿　

岡　

鈴
木
千
代
子

温
い
心
を
通
は
す
宿
の
愛
想
い
い
娘
の
瞳
が
可
愛　

 

下　

林　

上
野　

千
代

習
字
コ
ー
ナ
ー

柿
岡
小
五
年　

谷
田
部　

美
咲

　

評 

書
道
研
究 

翠
嵓
書
院　

関　

翠
邱

余白を取って、墨をたっぷ
り含ませてゆったりした気分
で、堂々と書いている佳作で
す。

柿
岡
中
三
年　

藤
代　

順
子

太、細の線と強弱をつけ、リ
ズムに乗せた運筆が周りの
余白を特に白く見せる秀作で
す。

一
生
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
ぬ
朝
日
小
学
校
。自
分
の
子
ど
も

が
三
人
、そ
し
て
孫
が
三
人
お
世
話
に
な
り
、最
後
の
孫

が
最
後
の
卒
業
生
で
し
た
。私
は
最
後
の
運
動
会
に
孫
と
手
を
つ

な
ぎ
、玉
入
れ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。秋
に
行
わ
れ
る
収
穫
祭
に

も
招
か
れ
、楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ

ら
は
私
の
人
生
の
大
切
な
思
い
出
で
す
。今
年
の
朝
日
小
学
校
の

桜
の
花
は
、い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
散
る
こ
と
を
忘
れ
、咲
い

て
い
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。朝
日
小
学
校
さ
よ
う
な
ら
。 

菖
蒲
沢　

中
村
幸
子（
64
）

柴
間
在
住
の
杉
山
様
の
オ
ア
シ
ス
作
文
を
広
報
紙
で
拝
見

し
、大
変
感
動
い
た
し
ま
し
た
。痴
呆
の
方
の
介
護
の
大
変

さ
が
私
に
も
分
か
り
ま
す
。現
在
で
は
、良
い
施
設
が
あ
り
、介
護

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
が
、杉
山
様
は
一
人
で
仕
事

と
介
護
の
両
立
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
、他
人
に
は
言
え
ぬ
苦
労

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。　
　
　
　

 

瓦
谷　

鈴
木
三
枝（
50
）

も
う
だ
い
ぶ
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、私
に
と
っ
て
決
し

て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、

孫
の
子
守
を
し
て
い
た
と
き
の
出
来
事
で
し
た
。ち
ょ
っ
と
目
を

離
し
た
す
き
に
、孫
が
道
路
に
出
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。そ

の
時
若
い
女
性
が
私
の
も
と
に
孫
を
抱
っ
こ
し
て
連
れ
て
来
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。と
っ
さ
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、驚
い
て
し
ま

い
、お
礼
を
言
う
の
が
精
一
杯
で
お
名
前
を
聞
く
の
も
忘
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。本
当
に
親
切
な
方
だ
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

匿
名

八
郷
に
住
ん
で
い
て
も
町
の
こ
こ
に
こ
ん
な
花
が
咲
い
て
い

る
と
か
、こ
こ
に
こ
ん
な
場
所
が
あ
っ
て
楽
し
い
と
か
広

報
紙
な
ど
で
教
え
て
い
た
だ
く
と
嬉
し
い
で
す
。他
の
町
の
友
人

に
も
こ
の
町
の
良
さ
を
も
っ
と
伝
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。　
　

 

柿
岡　

関
口
正
子

●
や
さ
と
文
芸

みんなの広場



●

イイ
ララ
スス
トト

わわ
が
家
の

　
　
　

ア
イ
ド
ル

�
家
族
か
ら
の
一
言

　

よ
く
食
べ
て
、
よ
く
寝
る
元
気
な

男
の
子
で
す
。
最
近
は
言
葉
も
少
し

ず
つ
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
毎
日
お
兄
ち
ゃ
ん
が
保
育
所

か
ら
帰
っ
て
く
る
の
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま
す
。
絵
を
描
く
の
が
好

き
で
画
用
紙
い
っ
ぱ
い
に
パ
パ
や

マ
マ
の
絵
を
描
い
て
く
れ
ま
す
。
人

の
気
持
ち
の
分
か
る
や
さ
し
い
子

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

蒸
し
鶏
の
野
菜
あ
ん
か
け

食生活改善推進員（ヘルスメイト）

　　　　加藤文美枝（下林）

平
成
14
年
2
月
12
日
生
ま
れ

(15)

P．N　　カリナ

みんなの広場みんなの広場

磯
山　

幹
太
ち
ゃ
ん

浦
須

父　

典
考
さ
ん　

母　

香
織
さ
ん

P．N　　りんごちゃんP．N　　スマイリー

P．N　水玉
月岡　萩原志づ P．N　ポチ

わ
た
し
の
手
料
理

【
材
料　

４
人
分
】

○
鶏
も
も
肉
（
皮
な
し
）　

２
枚
○
レ
モ
ン　

４
枚
（
ス

ラ
イ
ス
）
○
白
ワ
イ
ン　

大
さ
じ
２
○
ピ
ー
マ
ン　

１
個

○
人
参　

１
／
４
本
○
エ
ノ
キ
ダ
ケ　

３
本

○
シ
イ
タ
ケ　

１
個
○
Ａ
｛
ス
ー
プ
（
チ
キ
ン
ス
ー
プ
の

素　

小
さ
じ
２
＋
水　

１
カ
ッ
プ
）、
塩　

小
さ
じ
１
／

２
、
し
ょ
う
ゆ　

小
さ
じ
１
、
砂
糖　

小
さ
じ
１
、
塩
・

こ
し
ょ
う　

少
々
｝
○
片
栗
粉　

少
々

【
作
り
方
】

①
鶏
肉
に
塩
・
こ
し
ょ
う
を
振
っ
て
す
り
込
ま
せ
る
。
蒸

し
器
に
ホ
イ
ル
を
し
き
、
鶏
肉
を
の
せ
、
そ
の
上
に
ス
ラ

イ
ス
し
た
レ
モ
ン
を
の
せ
て
ワ
イ
ン
を
振
り
か
け
火
を

つ
け
る
。（
蒸
し
汁
が
流
れ
な
い
よ
う
に
ホ
イ
ル
の
ふ
ち

を
丸
め
る
）
②
ピ
ー
マ
ン
、
人
参
、
エ
ノ
キ
ダ
ケ
、
シ
イ

タ
ケ
は
せ
ん
切
り
に
す
る
。
③
鶏
肉
が
蒸
し
終
え
た
ら
別

の
鍋
に
Ａ
と
②
を
入
れ
て
さ
ら
に
鶏
肉
の
蒸
し
汁
を
入

れ
、
片
栗
粉
で
と
ろ
み
を
つ
け
る
。
④
蒸
し
た
鶏
肉
を
食

べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
っ
て
皿
に
盛
り
、
③
の
あ
ん
を
上

か
ら
か
け
て
で
き
あ
が
り
。



3 つの答えの中から正解を選びハガキに書いて

送ってください。

① 4月 25日に行われた八郷町長選挙の投票率

は何パーセントでしたか？

Ａ－ 57.46%　Ｂ－ 64.75%　Ｃ－ 75.17%

②美野里町・玉里村・八郷町・石岡市の合併で

本庁になるところはどちらになりますか？

Ａ－八郷町役場　Ｂ－美野里町役場　Ｃ－石岡

市役所

③茨城県独自の歯科保健のキャッチフレーズは

つぎのどれですか？

Ａ－４６４２運動　Ｂ－６４２４運動　Ｃ－

０８０２運動

【応募の方法】

☆ハガキに広報クイズ 194 と書き、答えの記

号（例①－Ａ）、住所、氏名、年齢、世帯主と「私

もひとこと」へのご意見や広報の感想などを書

いて送ってください。イラストなども大歓迎。

☆締切日　平成16年6月15日（当日消印有効）

☆応募先　〒315-0195　八郷町柿岡5680-1

　　　　　　八郷町役場秘書広聴課

☆当選者の発表　　本紙 7月号

［広報クイズ 192 の当選者の発表］

正解は①－Ａ、②－Ａ、③－Ｂでした。応募総

数 43 通、正解 42 通の中から次の 10 人が当

選しました。

鴻巣萌（小野越）斉藤夏美（山崎）関口正子（柿

岡）千葉希美（柿岡）土佐八千代（吉生）仁平

茂子（小幡）萩原志づ（月岡）細谷光夫（片野）

山中和（片野）吉田拓哉（山崎）　　【敬称略】

全問正解者のなかから抽選
で素敵な賞品が当たるよ

広報クイズ194

(16)

　

毎
年
、「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
の

5
月
31
日
か
ら
6
月
6
日
を
「
禁

煙
週
間
」
と
厚
生
労
働
省
が
定
め

て
い
ま
す
。

　

5
月
10
日
か
ら
八
郷
町
役
場
庁

舎
内
で
も
禁
煙
と
な
り
、
愛
煙
家

の
か
た
み
は
ま
す
ま
す
狭
ま
る
一

方
で
す
。

　

で
も
、
受
動
喫
煙
の
危
険
性
や

ニ
コ
チ
ン
の
依
存
性
な
ど
、
喫
煙

が
健
康
へ
与
え
る
影
響
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
こ
れ
を
機
会
に
禁
煙
に
挑

戦
し
よ
う
か
思
案
中
で
す
。（
Ｗ
）

　

イ
ギ
リ
ス
の
算
数
の
問
題
は
□

＋
□
＝
12
と
い
っ
た
出
題
方
法
だ

と
、
某
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を

見
て
知
り
ま
し
た
。
答
え
を
出
す

こ
と
も
大
事
で
す
が
、
問
題
を
作

り
上
げ
る
こ
と
も
自
ら
考
え
る
力

を
育
て
る
う
え
で
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
楽
し
く
学
べ

て
、
様
々
な
考
え
方
（
多
面
性
）

を
学
ぶ
こ
の
方
法
に
個
人
的
に
興

味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

と
か
く
結
果
主
義
に
な
り
が
ち

な
私
た
ち
で
す
が
、
目
標
に
向
け

て
の
プ
ロ
セ
ス
も
大
事
に
し
た
い

も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）

茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

　
　

バ
ラ
ま
つ
り

バ
ラ
ま
つ
り

　

5
月
22
日(

土)

〜

　
　
　
　
　
　

6
月
20
日
（
日
）

期
間
中
の
主
な
イ
ベ
ン
ト

●
バ
ラ
人
気
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　

5
月
26
日
〜
6
月
6
日

●
片
野
排
禍
囃
子　
　

5
月
30
日

●
が
ま
の
油
売
り
口
上
6
月
6
日

●
ア
ー
ト
バ
ル
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　

6
月
13
・
20
日

●
さ
つ
き
展

　
　
　
　

5
月
30
日
〜
6
月
6
日

●
プ
ラ
ン
ト
・
ド
ー
ル
作
品
展

　
　
　
　
　
　

6
月
12
日
〜
20
日

●
父
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
6
月
20
日

問
い
合
わ
せ
先　

(

42)

４
１
１
１

●
発
行
／
八
郷
町
役
場
●
編
集
／
秘
書
広
聴
課
・
茨
城
県
新
治
郡
八
郷
町
柿
岡
5
6
8
0
-1
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